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要 旨：浅草事件は、レッサーパンダの帽子をかぶった男が短大生を刺殺してし

まった事件である。弁護側は彼を広汎性発達障害だと主張しているが、彼の障害

を考えると精神発達遅滞、広汎性発達障害、人格的な行動障害と分けて捉える必

要があると感じた。  

一方、一般的に伝わっていない彼自身の生活暦がある。地域の中でいつもいじ

められていたこと、唯一の保護者とも言える、母親が高等学校時代に亡くなり極

貧生活を送り父親に暴力的な態度をとられていたことなどである。また、関係し

ていた支援機関として、養護学校、児童相談所、福祉事務所があったが、それも

本人や親が助けを求めない限りは支援機関としては機能しない世界になってしま

っていた。さらに、家族の関心も彼にむいていない中では何の支援も受けられな

い結果となっていた。そのような背景の中、彼は事件をおこした。  

暴力で対応されてきた人は暴力をもって答えることがある。私たちは支援者と

して彼らと、どう向き合うのかを考えていかなくてはならない。そこで、我々福

祉施設職員は、彼らを知り、理解し、了解しながら彼らと新たなる物語をつむぎ、

彼らと共に歩むことができるように、様々なアイディアを生み出していこうと思

う。  
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Ⅰ．物語の前に  
 

１．認知の障害 精神遅滞 
昨年の末に判決が出た浅草事件という事件

について述べる。メディアの世界では東京の浅

草でレッサーパンダの帽子をかぶった知的障

害者が２０歳の女子短大生を刺して結果的に

殺してしまったという事件である。その浅草事

件からメディアを初めとしたいくつかの情報

の中で気がついた点について述べる。新聞等で

は彼が広汎性発達障害だと弁護側は主張して

いる。彼は札幌の養護学校を卒業、１０年間ほ

ど社会で生活し、結果、東京浅草で若い女性を

刺して刑務所に入った。彼は学校を卒業する時

に療育手帳等すべて捨ててしまっている。つま

り、いわゆる知的障害者としての特別な待遇を

拒否して生きてきたのだが、結果的にこのよう

なことになった。 
 

２．性格の障害 広汎性発達障害 
非常に気になった点がいくつかある。今日広

汎性発達障害ということばが一般的に広く使

われており、長崎で子どもを駐車場から突き落

とす事件を起こした１２歳の少年が、精神科医

の診断により、アスペルガー症候群という広汎

性発達障害であると報道されている。現在さま

ざまなところで広汎性発達障害という障害が

流布されているが、今回の「レッサーパンダの

帽子をかぶった男」についても広汎性発達障害

と弁護側は主張している。そこで気になるのが、

知的障害児童、あるいは知的障害者の援助と生

活等に携わっているものの原則として、まず知

記念講演 



 － 16 －

的障害者とは認知障害ということが原則的に

入り口である。ＩＱ的な意味での認知障害とい

う形になる。それはＩＣＤとかＤＳＭのアメリ

カの精神医学協会の診断基準等々でいえば認

知障害の精神遅滞ということになる。精神発達

遅滞ということは、今回の「レッサーパンダの

帽子をかぶった男」についてはあまり強く言わ

れていないが、彼は札幌養護学校を出て療育手

帳を当時持っていたという事実で間違いなく

精神発達遅滞という認知障害があったのだろ

うと思われる。弁護側の精神科医の主張ではそ

れについてほとんど触れていなように思われ

る。広汎性発達障害という事については強く主

張しているのだが、認知の障害であるところに

はほとんど触れていないという事である。 
 
３．行動の障害 人格障害 
「レッサーパンダの帽子をかぶった男」が精

神発達遅滞と広汎性発達障害と報道あるいは

主張されているわけだが、もうひとつ彼のとっ

た行動をDSＭや ICD的な言い方をすると行動

障害と分けることができると思う。私が得た情

報の中でそういう感じを強く受けている。つま

り、精神発達遅滞、広汎性発達障害、そして人

格的な行動障害が、あるのではないかと感じた。    

彼を診断的に解釈してみると、そのような考え

方、見方があると思う。 
 

Ⅱ．困難な生活暦 
 
１．暴力的な父・いじめられ体験 
今回の裁判、メディアを通じて一般的な市民

的に伝わっていないところは彼自身の困難な

生活暦である。彼は札幌養護学校の高等部を卒

業し、就職をし、職を転々と変えて、今回の事

件に至る前に、途中別の刑事事件を起こしてい

る。５,６年前に起こした、函館事件といわれて

いる事件である。彼は、函館において道路の道

端で女性に対しておもちゃの拳銃を見せてお

金を出せと脅したのだが、女性が機転を利かせ、

「銀行へ行ってお金を下ろしてくる間、ここで

待っていて」と言われて彼はそこで待っていた。

当然そこに戻ってきたのは警察官だったので、

彼は逮捕された。我々から見れば明らかに知的

障害があるからそういう言葉でだまされた、と

いうことである。 
もう１つ私が考える彼の生活暦の中で重要な

ところは、彼が高等部の養護学校へ行くまでは

小学校、中学校を一般の普通級に通っていたこ

とである。彼はその間連続的にいじめを受けて

いたそうである。小学校 6 年間、中学校 3 年間

のなかで、また地域の中でいつもいじめを受け

る生活を続けていた。このように、いじめを受

けている人に、たびたび見られる症状の一つに、

相手の顔を見てしゃべるのが非常に困難な状

態の人がいる。彼の場合もほとんど人の顔を見

ないで下を向いている。そのため取調官は彼の

前歯が欠けているのを、裁判の席にて弁護側に

指摘されるまで気がつかないでいた。 
 
２．母の早い死 
彼は若干の知的な遅れがあるということで

養護学校へ入ったわけだが、養護学校へ進学し

た後、じきにお母さんが亡くなっている。彼の

家庭はお父さんとお母さんそして兄弟もいる

が、この間極貧生活を送っていたようである。

お父さんは酒やギャンブルに浸り、まともな就

職もしていない。そこでお母さんのパート収入

がほとんど生活の支えになっていた。またお父

さんは彼に対し殴る蹴るという非常に暴力的

な態度をとっており、唯一頼りになるのはお母

さんだけであった。ところがお母さんが亡くな

ったことにより、彼の生活を心配する人が高校

1 年、2 年でまったくいなくなってしまった。

その後は彼の生活、人生についてまともに対応

する人が、全くいないという中で過ごしてきて

いる。このように、１５,６歳で本人のことを親

身になって考えてくれる人がいないという世

界に彼は投げ出されている。 
 

Ⅲ．関係したであろう支援機関 
 
１．養護学校 
われわれのように入所施設や通所施設を運

営していると、15,6 歳でほとんど投げ出された

ような生活をしている人が、福祉的支援を受け

ずに生活していて、何の事件も起こさないでい

るというほうがむしろ特殊な例であり、彼らは

その生活の中で何らかの事件を作り上げてし

まうこととなり、社会にうまく適合していくと

いう事の方がむしろ難しいし、その方が稀有な

例だと思う。15.6 歳で彼のお母さんが死んだ時

点で彼は、何らかの反社会的な事件を起こすと

して当てはめられていったと言えるだろう。し

かし、あえて言えばそのような生活暦や障害を

持っている人に関係している機関が現実には

その時にある。つまり彼は札幌養護学校を卒業

しており、その時点では養護学校という機関が
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彼と関係をしているのである。また養護学校の

紹介で就職もしているのだから養護学校と深

く関係しているという事も事実である。しかし、

家庭基盤がこんな脆弱な人に通いの就職を紹

介する養護学校というもの自体がどうであろ

うか？ よくある例だが、生活基盤が脆弱な人

には、グループホームに入所し生活の基盤を作

ってから仕事に行くようにはたらきかけるな

どの方法がある。札幌養護学校では、まともな

就職もしない、本人には暴力で対応するお父さ

んのもとから就職させていたので、半年ほどで

最初の仕事を止めてしまったということは当

然の結果とも思える。 
 
２．児童相談所 
もうひとつの彼の関係している機関として

は児童相談所である。彼がそういう困難な生活

を送っているという事を児童相談所はずっと

長く相談に携わっているのだが、周知のように

日本全国の児童相談所では障害を持った人た

ちや、困難な生活をしている人たちに対して具

体的な支援援助をする事はほとんどないとい

うのが現実である。親が悲鳴を上げて助けを求

めない限りはまずもって支援をすることはな

い。または子供本人が児童相談所へ助けを求め

に駆け込む事はほとんどありえない。今の日本

のシステムでは児童相談所は相談に来た人し

か対応はできないのである。親が関係ないと思

っていれば誰も児童相談所に相談に行かず、ま

た、今後の事を相談しに行く人もいないという

事実である。つまり、「レッサーパンダの帽子

をかぶった男」についても児童相談所はほとん

ど関係を持たなくなっている関係であったと

いうことである。 
 
３．福祉事務所 
もうひとつ、彼は卒業するまで養護学校に行

っていたということは、療育手帳を持っており、

当然、療育手帳を発行する福祉的対応する福祉

事務所が彼のことをつかんでいたであろうと

推測される。横浜の場合を言えば、今回の支援

費制度に至るまでの２、３年前まで、養護学校

の高等部3年を卒業する時は福祉事務所と一回

相談をするというルールがあった。ところが今

回支援費制度になってからは本人の意思で相

談するという事になってしまったので必ずし

も本人が相談するかどうか分からないという

のが今日の支援費制度の姿である。彼が札幌養

護学校を卒業した約１０年前札幌の福祉事務

所がどういうルールになっていたかというこ

とは不明であるが、おそらく相談しないで終わ

っているのではないかと想像できる。ただ、彼

の何らかの福祉事務所の記録、最低限名前だけ

はあるのだろうと思われる。あるいは福祉事務

所のワーカーが1回くらいは相談に乗ったとい

うことがあるかもしれない。彼と関係しただろ

うと思われる支援機関は養護学校と児童相談

所と福祉事務所があり、本人や親がそれを求め

ていない限りはまったく関係のない世界にな

ってしまう。養護学校を卒業したとはいっても、

養護学校の高等部も義務でないので、３年間在

籍していただけで、学校へ行っていなくても、

自動的に卒業ということになる。よって、「レ

ッサーパンダの帽子をかぶった男」が札幌養護

学校に３年間どの程度通ったのかということ

は定かではない。保護者が養護学校に助けを求

めない限り養護学校側が、無理やり本人を養護

学校へ連れてくるということはいっさいない

し、親からのこういう教育をしてほしいという

要請によって初めて「協力できる」か「できな

いか」という協議になるのだが、保護者の方が

学校へ通わせたいという意思を表明しない限

り、籍だけあってもそのままということが養護

学校の全国ルールだと思う。 
そして、これは児童相談所についても同じで

ある。保護者の方から援助を求める相談がない

限りは児童相談所もこんなサービスがあると

いうような相談はしない。又これは福祉事務所

もまったく同じである。つまり彼が知的な発達

の遅れという障害を抱えていても本人１人で

は誰もそれについて援助を差し伸べるという

システムになっていないのだというのが現実

なのである。そういう中で今回２年前に導入さ

れた支援費制度というのは本人の意志で決め

るということになっているので、いわゆる措置

制度をなくすということで知的障害者等々に

対しては措置制度がなくなった代わりに支援

費制度になったことで本人が希望した制度を

使うということになる。「レッサーパンダの帽

子をかぶった男」については本人がそのような

支援をまったく拒否していると彼は何の支援

も受けられないということになる。多くの場合

は障害を抱えている人の将来を心配して親兄

弟が支援機関に相談に行くのでそこで何とか

なっているという部分がたくさんあるが、彼の

場合はお母さんが早く死んだことにより、彼に

興味を持っていないお父さんという家族の中

では彼は何の支援も受けられなかったという
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結果になっている。そういう事態の中で彼が生

きてきたんだということをもう一つ確認して

いかなくてはならないのである。 
今回の事件から分かるとおり、まず障害とい

う形でいろいろな診断がされるわけである。横

浜の場合は現在ほとんど３歳位で広汎性発達

障害の診断をものすごい数で受けているとい

うのが現状である。しかし、そういう診断を受

けても具体的な援助システムがないというの

がもう一つ日本全国の社会の中の問題なので

ある。そういう診断後の支援問題と、もう１つ

今回の事件の背景には困難な生活暦があるわ

けだが、それについても現在は支援費制度にな

ったため、誰も関知しないという事態が日本の

社会の中で展開されているわけである。この事

件が１０年前の横浜で起きた事件であったな

らば福祉事務所の責任が問われたところであ

るが、今の制度の下では福祉事務所の責任を問

われないのである。現在は支援費制度なので、

福祉事務所は本人や家族が希望しない援助は

何もしない。そういうシステムになっていると

いうのが社会の現状である。 
そのような現状について、私自身も考えると

ころは多々あり、多くの方々にもそういう事態

があるという事を認識してほしい。彼が１０年

の放浪の末、刑事事件を起こした末、若い女性

を刺してしまった時、冬の寒い時期彼は頭にレ

ッサーパンダの帽子をかぶり、足は素足にサン

ダル履きで浅草の街で若い女の子に声を掛け

た。声を掛けた理由は若い女の子に興味があり、

口を利いてもらいたいという軽い気持ちであ

った。殺されてしまった女の子が非常に不幸な

事態だったのは、その若い女の子がボランティ

ア活動の経験があり、そこで知的障害者のボラ

ンティアをしたことがあるということだった。

普通、知的障害者と接したことのない若い１９、

２０歳の女の子ならばレッサーパンダの帽子

をかぶったサンダル履きの男が声を掛けてき

た場合、逃げるなり、さっさと行ってしまうの

が一般的な行為だと思うが、彼女は偶然ボラン

ティアで知的障害者のことを多少知っていた

ということである。そこで彼に一応「なに？ど

うしたの？」というような対応をしたらしい。

すると彼がもっと話しかけよう、もっと仲良く

なろうと欲求がエスカレーションしていく。す

ると当然のように若い女の子はいやだなと恐

怖心を持つ事態になる。すると彼はその対応に

逆上して「なぜ、僕が話しかけるのにそんな態

度をとるのだ！」と、ついに包丁で刺して殺し

てしまうという結果になった。「レッサーパン

ダの帽子をかぶった男」の父親であろうと、殺

された若い女の子の父親であろうと、どちらに

も怒りや悲しみを感じる事態になったのであ

る。とりわけ女の子の親御さんとしてみれば、

耐え難い事態であり、娘が何でこういうことに

あわなければいけないのかということになる

のである。一方私たちは知的障害者の援助の仕

事をやっているので、この「レッサーパンダの

帽子をかぶった男」について考えなければなら

ない。結果的にはこの「レッサーパンダの帽子

をかぶった男」は無期懲役の判決を受けた。当

時３０歳位で、２０～２５年位は刑務所に入っ

ているわけなので、５０歳過ぎた頃には出所し

てくるのが一般的である。２０年３０年先のこ

とは社会がどうなっているか分からないが、結

果的にこのように刑務所に入ってしまうとい

うことになる。 
横道にそれるが、最近山本譲二さんという元

衆議院議員が刑務所に入り、刑務所の中の話を

しているが、大体１割くらいは知的障害者では

ないかと言われているということである。 
 

Ⅳ．物語の後に 
 
１．人間であること・男であること 
女の子を刺してしまったと男ということで

は特殊な存在であるが、多くの女性であろうと

男性であろうと３０歳位の人が、人に何も話し

かけないでずっと生きていくということは非

常に難しいことである。彼が若い女性に対して

話し掛けたい等の、さまざまな美意識を持って

女性に接すると言うのは当然のことであるの

だが、事態は悲惨な結果を迎えた。問題は女の

子がだんだん恐怖心を感じた時に、更なる暴力

で対応する彼、つまり「レッサーパンダの帽子

をかぶった男」の男がいるということである。

しつこくそばに寄ってくる軽度の知的な発達

遅滞の男性に対して、女性がだんだん拒否的に

なった時、それに対して包丁で刺すという更な

る暴力で対応する。これが彼の行動的な障害で

ある。やくざや暴力団の世界では普通にあるこ

となのだろうが、多くの場合、相手が強い口調

で拒否した時にさらにそれ以上の強い力で対

応するというのは少なくとも我々先進国の多

くの人間は良い事とは思っていない。例えば、

自分が若い女性に声を掛ける、あるいは同級生

とか、同僚に声を掛けて、つっけんどんにされ

たら、早々にさっさと引き込むというのが自分
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なりの対応だと思う。それに対して、なおくい

さがる人の方が一般には少ないのだと思う。原

則的に女の人はそういう人はほとんどいない。

男の人ではたまにそういう人がいるのだが、そ

れがどういうことなのかまだよく考えていな

いが、男であることの特徴の一つかもしれない。 
 
２．暴力で対応されてきたこと 
暴力で対応されてきた人は暴力でもって対

応すると言うことである。親に殴られて育って

きた子どもはまた子どもをなぐるということ

である。典型的なのは池田小学校で小学生たち

を刺し、昨年死刑が執行された宅間という男で

ある。彼はものすごく父親に殴られて、殴られ

て育ち、最後池田小学校で子どもたちを刺し、

こんどは自分を死刑にしろと言って開き直り、

死刑になった。暴力から暴力を繰り返していく

という典型的な形である。 
また、奈良の小学生を殺してしまった小林薫

という男、「レッサーパンダの帽子をかぶった

男」と同じで、中学生位の時にお母さんを亡く

し、お父さんに殴られ、殴られ生きて来た。子

どもの時から友達ができない状態であり、３０

代にて小学生を殺してしまうという、まさに犯

罪が起こるべくして起きた。宅間にしても「レ

ッサーパンダの帽子をかぶった男」にしても、

小林にしてもそうなのである。暴力で対応され

てきた人が最後暴力で対応するのではないか

ということが自分自身の知的障害児・者の福祉

の仕事を長くやってきている実感である。知的

障害をもった仲間たちの多くも暴力で対応さ

れてきた人は暴力で対応してしまうという事

を多く検出しているのである。そこで私たちが

彼らにどう対応するのかということが、保護者

や私たち援助者として非常に考えなくてはい

けないことと思う。 
 

Ⅴ．新たなる物語を 
 
１．知ること・理解すること・了解すること 
現代の中で我々社会が抱えている典型とし

てひとつあるのは、人は人、自分は自分という

個別化という時代の中に私たちは生きている

ということである。その典型的なのは個人の携

帯電話を持っているということである。社会や

家族で電話を共有しない。共有物がどんどんな

くなっている社会で、どんどん個別化している

社会になっている。支持性が広がっていく社会

だと一方で言われている。自分が自分がと言う

支持性がどんどん広がり、自分らしくあろうと

いう社会のメッセージが広がっていく中で、障

害者も個々人であるというメッセージが広が

っている。「自分が自分の好きな援助を選ぶん

だ」という形で広がり、支援費制度の形になっ

ていく。そうした中で個別化、支持性が広がっ

ていく。すると、結果的には本人が援助を受け

られるということを知らなければ受けられな

いと言うことにもなる。要するにひとりひとり

が孤立化しているということで、一見自由に見

える。私達は自分が自由であると言うことは同

時に自分が孤独で不安であるということを、事

実不安であるということが背中合わせになっ

ているということを感じるところである。しか

し、知的障害を持った仲間たちにそれを伝える

事はほとんど絶望的であると思える。知的障害

者はもとより若い職員にも、「自分の責任で生

きろよ」とは言いにくいのである。「あなたは

自由だから自分の苦しいのを自分で受け止め

なさい」というようなことは「冷たいのではな

いの？」と。私の立場上、不安や絶望感、孤独

感について、共有したり理解したりしなくては

いけないのだろう。ただ、社会の中でのメッセ

ージは「そういう孤独感、孤立感、不安感は自

分の問題だよ」と動いていると思う。そういう

社会の流れの中で私たちの障害者の支援シス

テムというのは、あるいはコミュニケーション

というのはどう成り立つのだろうかと言う新

たな物語を私たちが作っていかなければなら

ないと思う。さまざまなことが分解されている

中、逆の意味で私自身は自由であるとは支持的

で作れると言うことなのである。逆の意味で、

自分たちが努力すればこういうことができる

んだと言う可能性があると保障されている社

会になるのだと思う。もちろんそれは物理的に、

金銭的に、人的には保証されていない。私たち

の支持性がそこに許されているんだと言う逆

の一面があるのだと思う。そのために今私たち

は何をしなくてはいけないかと言うことであ

る。そのためには私たちが知ることを求められ

ているのだと思う。援助について考えること、

今回のような「レッサーパンダの帽子をかぶっ

た男」の事件について知ること、そしてそのこ

とについて興味を持つことであり、なんでこう

いうことがあり得るのだろうと理解していく

ことに意味があるのだろうと思う。例えば今回

の奈良の女子小学生を殺してしまった小林薫

についてどういう了解が私たちはできるのか

考えてみる。小林薫という男は性的な倒錯だと
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思うが、最近、小林薫という男が逮捕されてす

ごく思ったことがひとつあり、テレビでいわゆ

るオネエキャラといわれる方が、バラエティ番

組に必ず一人いる。山崎トオルくん、かばちゃ

ん、暇屋崎さん、おすぎとピー子・・・。彼ら

はいうなれば性的な倒錯なわけである。彼らが

性的な倒錯を芸能界で生きていくことに生か

していれば十分に良いのである。しかし小林薫

という男は明らかに性的倒錯者だと思われる

がそれを生かしてはいないのである。彼が女子

高校生のグッズを渋谷で買っている分には問

題にならないが、それを盗んでしまったところ

から犯罪が発生している。いわゆる下着泥棒と

なる。それがどんどんエスカレートして今回の

小学生を殺してしまうという性的倒錯、欲望が

エスカレーションしているのではないのかと

そんな了解をしている。 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅵ．私たちのアイディア 
 

「レッサーパンダの帽子をかぶった男」に

ついてもそのような了解をしているが、その

ような中で私たちにできることというのをも

う一度考えてみなければならない。それが自

分にとってあまりにも拒否的ないやな事件で

あっても私たちにとって、これはどういうふ

うに理解了解したら良いのか、ということが

ないと次の仕事に活きていく援助に対するア

イディアが浮かんでこないのではないかと思

う。それが私自身のアイディアだと思ってい

る。そんなにオリジナリティはないが、今後

もこういうアイディアで、こういう援助がで

きるのではないか、というアイディアを考え

ていきたいと思う。そういうアイディアを考

えつくにはさまざま事件や、さまざまな障害

をもった仲間たちを了解していくといったこ

とが必要ではないかと思っている。さまざま

なことを了解して、理解して、知って、それ

から私たち自身のアイディアを紹介していき

たいということである。 
 

 
 
 
 


